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Webプラットフォーム性能ベンチマーク検討会

目的：

Webプラットフォームの発展と産業市場拡大

⇒　性能テスト実施による技術の底上げ・品質向
上の方策を検討

(「コンフォーマンスとベンチマーキング
＝産業発展の車の両輪」）
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Webプラットフォーム性能ベンチマーク検討会

構成メンバー(50音順)

(株)ACCESS
キャッツ(株)
慶應義塾大学
(株)シーイーシー
(株)東芝
(株)ニューフォリア
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サイネージ

Webプラットフォーム性能ベンチマーク検討会

特に組込系デバイス：

Web表示時の性能が重要な検討項目

⇒　性能要件は利用分野ごとに異なる
→　分野ごとに定義

さらなる拡大
他分野

IVI(車載)

電子書籍

スマート
テレビ
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Webプラットフォーム性能ベンチマーク検討会
まずはWeb-based Signageを対象とし、以下を作成

（1）端末性能要件
- ウェブサイネージ端末の性能（解像度・描画速度等）への要求条件定義

（2）端末テストスペック
- 要件に基づきウェブサイネージ端末を性能テストするための仕様書

（3）コンテンツ開発ガイドライン
- 端末に表示されるべきHTML5コンテンツの開発ガイドライン
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ステークホルダと各文書の関係
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各ステークホルダーのメリット
①　ウェブサイネージ端末の性能可視化

②　システム導入者:自らの要件に応じた端末の選択が容易に

③　ウェブサイネージ端末メーカー:自社端末のラインナップの見える化

④　コンテンツ開発者:開発の効率化

⑤　広告主・コンテンツホルダー：自コンテンツの有効・迅速な露出

⑥　テストベンダー：テスト仕様の共通化によるテスト効率化
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Digital Signage Consortiumとの協力

デジタルサイネージコンソーシアム：
　　実際に開発・運用しているベンダーで構成
文書のレビュ―など連携開始中
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Thank you !
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